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【緒言】イオン液体  trioctylmethylammonium bis(nonafluorobutanesulfonyl)amide 
[TOMA][C4C4N]と水(W)の間の界面を横切るイオン移動のサイクリックボルタモグ
ラム(CV)において、単純な拡散で説明できない掃引速度依存性が見出されている[1]。






自己阻害効果を PFOAと TPrAと比較した。 
【実験】移動イオンとして C1C1N、支持塩として 0.1 Mの LiClを含むW相をつめた
ミクロピペットを[TOMA][C4C4N]に浸漬することで、微小[TOMA][C4C4N]|W界面を
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図. 電流の濃度依存性. 電位 -269 mV(A), -350 mV(B), -377 mV(C)での電流値.
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